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1 ) 日本財政 の 計数分析

日

本
財
政
の

計
数
分
析

序

わ

が

国
の

園
及
び

地

方

圏

慣
の

財
政

計
数
に

つ

い

で

昭

和
三

十

三

年
度
の

漁

算
な
い

し

財
政

計
量
を

中

心

と

し
て
､

な
る
べ

く
一

般
む

き

に

解
説

し
て

み

ょ

う
｡

こ

の

解
説

は

わ

が

園
の

経
済
全

般

の

動
向

を

前
提
と

す
る

も
の

で

あ

る

が
､

こ

れ

に

つ

い

て

は

他
の

論
文
に

ゆ

ず
る
｡

こ

こ

で

と

る

方

法
は
､

拙

著
『

財
政

畢
』

そ

の

他
で

試
み

て

い

る

も
の

と
､

丹
い

た

い

同

じ
で

あ

る
｡

で

き

う
る

か

ぎ

り
､

新
し
い

計
数
に

よ

る

こ

と

と

し

た
｡

資
料
は
､

つ

ぎ
の

出
版
物
に

あ
■
る

も
の

を
､

そ

の

ま

ま
､

又

は

多
少
の

加
工

を

ほ

ど

こ

し
て
､

利
用
し

た
｡

(

一

)

大

頼
省
主

計
局

『

昭

和
三

十
三

年
度

漁

算
の

説

明
』

(

昭

和
三

十

三

年
二

月
)

(

二
)

大

殖
省
主

税

局

『

税

制
主

要
参

考
資
料
集
』

(

昭

和
三

十

三

井

藤

牢

禰

年
七

月
)

(

三
)

自
治
靡
『

地

方

財
政
の

状
況
』

(

昭

和
三

十
三

年
三

月
)

(

四
)

自
治
靡
『

昭

和
三

十
一

年
度
地

方

財

政

統

計

年

報
』

(

昭

和

三

十
三

年
三

月
)

(

五
)

自
治
靡
『

地

方

税

制
の

現

状
と

そ

の

運

営
の

賓
態
』

(

昭

和

三

十
三

年
六

月
)

(

六
)

大
蔵
省
『

財
政

金
融
統
計

月

報
』

第
八

十
四

競
､

『

昭

和
三

十
三

年
度
漁

算
』

(

昭

和
三

十

三

牛
五

月
)

右
の

刊
行
物
は
､

(

五
)

を

除
い

て

毎
年
公

刊
さ

れ

て

い

る

も
の

で

あ

る
｡

(

四
)

は

大
正
二

年
よ

り

昭

和
三

十
二

年
ま

で

四

十
五

年

の

間
『

地

方

財
政

概
要
』

と

題
七
て

毎
年
印

刷
さ

れ

て

い

た

も
の

を

改

名

し
た

も
の

で

あ

る
｡

(

五
)

は

わ

が

国
の

地
.
方
税

に

関

す
る

綿
密
な

解
説
と

統
計

資
料
よ

り

成
る

六

百
三

十
八

頁
の

貴
重

な

資

一

⊥

料
で
あ

る
｡

三

十
一

年
に

も

公

刊
さ

れ

た

こ

と
が

あ

る

が
､

必

ず

卯
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し

も

毎
年
刊
行
さ

れ

な
い
｡

計

数
は
､

反

封
の

明

言
の

な
い

か

ぎ

り
､

三

十
二

年
度
及
び

三

十
三

年
度
の

も
の

は

濠

算
､

ま
た

は

財
政

計
量
､

そ

れ

以

前
の

年

度
の

も
の

は

決
算
で

あ

る
｡

試
み

に

三

十
二

年
度
及
び

三

十
三

年
度
に

お

け
る

囲
の

一

般
食
■

紺

計
､

特
別

食
計
､

政

府
関
係
機

関
及
び

地

方

圏

惜
の

像
算
の

歳
入

歳
出
の

合
計
か

ら
､

一

般
合
計
か

ら

地

方

圏

健
へ

支

出
す
る

補
助

金
､

そ

の

他

各
囲

髄
問
に

お

け

る

重

複
勘
定

を

捧
除
し
､

わ

が

国

財
政

金

牌
の

純
計
を
か

か

げ

る

と
､

第
一

表
の

通
り
と

な
る
｡

特
別

合
計
､

政

府
関
係
機
関
の

金
額
並

び

に

重

複

額
に

つ

い

外
国
の

場
合
と

同

じ

よ

う
に
､

わ

が

国
の

財
政
に

も
､

中

央
政

府
の

財
政

と

地

方

圏

健
の

財
政
が

あ

る
い

ま

た

中
央
政

府
の

財
政

に

も
､

一

般
合
計

と

多
く
の

特
別

合
計

(

最
近
で

は
､

そ

の

数
四

十

徐
)

の

そ

れ

が

あ

る

ほ

か

に
､

政

府

関
係
機
関
の

財
政
が

あ

る
｡

最
後
の

も

の

は
､

日

本
専

費
公

社
､

日

本

電
信
電
話
公

敵
､

日

本

国
有
桟
道
の

よ

う

な

公

共
企

業
､

並

び

に

国
民

金

融
公
庫
､

住
宅

金
融
公

庫
､

中
小
企

業
金

融
公

庫
､

日

本

輸
出
入

銀

行
の

よ

う
な

公
共
金

融
機
関
で

あ
る
｡

こ

れ

等
の

も
の

の

資
本
は

政

府
が

全

額

を

出
資
し
､

運
営
を

園
の

支
配
下

に

お

い

て

い

る

の

で
､

そ

の

性

質
は

純
粋
の

政

府
官
靡
に

近
く
､

公
的
色
彩
が

つ

よ

い
｡

ま

た

漁

算
額
も
､

こ

の

諸
機
関
の

す
べ

て

を

合
計
す
る

と
､

中

央
政

府
の

一

般
合
計
の

金

額
と

大

差
が

な

く
､

国
民

経
済
に

重

大

な

関
係
が

あ

る
｡

昭

和
二

十

四

年
度
以

爽
､

こ

の

換
算
､

決

算
も
､

国
禽
の

審
議
を

う
け

て

い

る
｡

第 一

表 中央及び 地 方民オ改の 純計 ( 単位 儒園)

歳 出歳 入

嘩 度1 3 2 年度時 庭1 3 2 年度
1 1

,
8 4 6

2 2
,
1 2 5

1 0
,
1 8 2

4 4
,
1 5 4

1 2
,
4 8 7

3 1
,
6 6 6

1 1
,
4 7 1

4 3
,
1 3 8

5
,
8 3 9

3 7
,
2 9 8

1 3
,
1 2 1

2 9
,
9 4 9

1 1
,
0 6 9

5 4
,
1 4 0

1 9
,
6 6 6

3 4
,
4 7 4

1 2
,
3 7 1

4 6
,
8 4 6

6
,
2 8 3

4 0
,
5 6 2
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一 般 合 計至象算

特 別 食 計 濠 算

政府関係機関濠算

計

内, 重複額

差 引 純 計

地 方 財 政 計 量

再 計

内, 重複額

計再 差 引 純

て
､

歳

入

と

歳

出
の

間

に

相

違

が

あ

る

の

は
､

日

本

専

賛
公

社

の

タ

バ

コ

､

そ

の

他
の

専
資
金

金
､

造

幣
局
や
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印
刷
局
の

よ

う
な

官
業
特
別

食
計
の

基

金
の
一

般
食
計
へ

の

繰
入

れ

に

つ

い

て
､

漁
算
外

納
付

金
の

形
を

と
っ

て

い

る

た

め

で

あ

る
｡

こ

れ

等
の

事
業
合
計
で

は
､

収
入
と

支
出
の

差

額
(

益

金
)

は
､

一

般
合
計
に

財
渡
と

し
て
､

く

り
い

れ

ら
れ
､

一

般
食
計
漁

算
の

歳
入

に

計
上

さ

れ
､

歳
出
に

あ

て

ら

れ

て

い

る

が
､

こ

の

益

金
繰
入

額
は
､

事
業
の

請
合
計
の

支
出
に
一

般
食
計
へ

納
付
と

し

て

歳
出
に

計
上
さ

れ

な
い

の

で

あ
る
｡

要
す
る

に
､

か

か

る

合
計

で

ほ

歳
入

は

歳
出
よ

り

も

多
い

の

で

あ

る
｡

〓

日

本
の

国
家

財
政

部
門
の

国
民

経
済
に

お

け
る

地

位
を

明

か

に

す
る

た

め
に
､

､
国
の

一

般
食
計
歳
出
の

国
民

所
得
に

た
い

す
る

関

係
を

示

す
と
､

第
二

表
の

通
り

と

な
る
｡

三

十
三

年
度
の

十

六
パ
■
-

セ

ン

ト

は
､

事

攣
別

の

十
五
パ

ー

セ

ン

ト

と

大
差
が

な
い
｡

十

九

年
度
の

歳
出
は
､

一

般
合
計
と

臨
時

軍
事

費
(

戦
費
)

特
別

合
計
の

純
計
で

あ
る
｡

こ

の

年
箆
の

歳
出

の

国
民

所
得
に

た

い

す
る

比

率
が

百
三

十

九
パ

ー

セ

ン

ト

と

な
っ

て

い

る

の

は
､

戦
費
が
､

そ

の

年
の

国
民

所
得
の

ほ

か

に
､

過

去

か

ら

蓄
積
さ

れ

た

国
民

財
産
の

滑
耗
や

外

囲
資
漁
の

徴
用
に

よ

っ

て

ま

か

な

わ
れ

た

こ

と
を

物
語
る
｡

こ

の

年
に
､

わ

が

国
が

外

国

第 二 表 国費と国民所得 (単位 億圃)

釜
石
1 3 9

国民 所得
( B )

1 4 4

5 6 9

2 7
,
3 7 3

3 3
,
8 15

8 2
,
9 3 0

8 4
,
7 5 0

一 般合計
歳出( A )

2 2

7 9 4

6
,
9 9 4

6
,
3 3 3

■1 1
,
8 4 6

1 3
,
1 2 1

2 6

1 9

1 4

1 6

昭和 9 , 10 , 1 1 年平均

昭和19 年度

2 4年

2 5 年

3 2 年

3 3年

の

経
済
力
を

利
用
し

た

額

は
､

三

百

四

十

倍
園

と

推

定
さ

れ

る
｡

終
戦
直

後
の

年
度
に

く

ら
べ

て
､

国
の

歳
出
の

国

民

所
得
に

た

い

す
る

比

率

が

減
少
し
て

い

る

こ

と

に

注
意
す
べ

き
で

あ
る
｡

し
か

し
こ

の

比

率
の

み

に

よ
っ

て
､

園
の

支
出
政

策
の

嘗
香
を

判
定
す
る

こ

と

ほ

で

き

な

い
｡

問
題

は
､

支
出
の

内

容

で

あ

る
｡

経
費
の

内
容
､

種
類
に

つ

い

て

分
析
し
て

み

ょ

う
｡

経
費
が

国

民

経
済
に

及
ぼ

す
作
用
を

標
準
と

し
て
､

こ

れ

を
五

大
別

し
､

こ

れ

を

滑
極
費
と

積
極
費
に

わ

け
る

と
､

第
三

表
と

な
る
｡

個
々

の

経
費
の

内

容
に

つ

い

て

は
､

拙
著
『

財
政
畢
』

(

三

十
一

年
愚

行
)

四

八

-
五

二

頁
に

解
説
が

あ

る
｡

4 ∂3
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草三表 一 般食計歳出使途別 ( 単 位 億 臥

3 2 年 度
3 3 年 度

)

)

)

)

)

1
ノ

1

1
1

ノ

,-
ノ

)

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

4

2

2

n

O

3

8

7

2

2

2

7

1

1

(

2

(

(

1

1

1

2

(

(

(

(

(
/

1

1

(

(

6 6 0

4 43

2 17

3 0 1

3 6 2

97 9

9 6 0

4 77

47 7

6 0 3

8 2 7

1

1

3

1

1

1

2

1
,
77 6 (1 5 % )

2
,
8 0 5 (2 4 %)

1
,
1 0 3 ( 9 %)

1
,
5 6 2 ( 13 ク占)

8 0 (1 % )

6 0 ( 1 %)

1 1
,
8 4 6 ( 1 0 0 %)

6
,
4 38 (5 4 % )

5
,
4 08 (4 6 %)

11
,
朗 6 ( 1 0 0 %)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

1

)

＼
ノ

)

)

)

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

3

1

2

0

5

8

7

2

2

2

6

4

2

3

9

1

1

(

3

(

(

q

ロ

q
ロ

(

0

(

P

(

(

(

(

1
,
7 59

1
,
4 96

2 6 3

3
,
9 7 2

6 7 2

1
,
0 4 7

2
,
2 5 3

1
,
5 8 7

1
,
5 8 7

2
,
∂6 1

7 6 7

1
,
8 7 3

2 2 1

2
,
9 4 2

1
,
1 8 0

1
,
6 22 ( 12 % )

8 0 (1 % )

6 0 ( 1 % )

1 3
,
1 2 1 ( 1 0 0 %)

7
,
3 1 8 (5 5 % )

5
,
8 0 3 ( 4 5 % )

1 3
,
1 2 1 ( 1 0 0 %)

( 1) 防 衛 及 び 講和関係費

防 衛 関 係 費

封外虚 理費(臍償等)

(2) 移 韓 的 経 費

国 債 費

恩 給 費

地 方 財 政 費

(3) 補 助 費 及 び 扶助 費

社 食 保 障 費

(4) 廃 済 助 長 費

産 業 経 済 費

国土保全及 び 閲蟄費

経済基盤 強化資金

(5) 一 般 行 政 費

機 関 費国 家

教 育 文 化 費

線 備 貸

そ の 地

合 計

滑極費((1) ＋(2) ＋(3))

積極費((4) ＋(5))

合 計

最
近
の

わ

が

国
で

は
､

滑
極
費
が
一

般
合

計
絶
支
出
の

五

十
五

パ

ー

セ

ン

ト

内
外

を

占
め

て

い

る
｡

昭

和
十

年
頃
は
､

軍
事

費
が

一

般
食
計

支

出
の

五

十
パ

ー

セ

ン

ト

内

外
を

占
め

て

い

た

た

め
､

滑
極
費
の

比

率
は

七

十
パ

+

セ

ン

ト

徐
で

あ
っ

た
｡

終

戦

直

後

ほ
､

終
戦
虚
理

費
や

償
格
調

整
費
が

多
く
､

昭

和
二

十
二

年
の

如

巧

き

は

滑

極

費
の

此

率
は

六

十

四

%
で

あ
っ

朋
J
チ

た
｡

そ

の

後
こ

れ

等
の

経
費
が

漸
次

減
少

し
､

昭

和
二

十

六

年
度
は

四

十
一

パ

ー

セ

ン

ト

に

ま
で

低
下
し

た
｡

と

こ

ろ
が
､

そ

あ

後
､

防
衛
関
係

費
､

年
金

恩
給
､

地

方

圏

燈
へ

の

交
付

金

等
が

増
加
し
､

最
近
の

年
度
で

は
■､

毎
年
､

経
費
絶

額
の

半
額
を

こ

え
て

い

る
｡

今

後
は
､

つ

ぎ
の

諸

経
費

が

増
加
す
る

た

め
､

こ

の

比

率
は
､

さ

う

に

大
と

な

る

も
の

と

線
想
さ

れ

る
｡

防
衛

関
係
費
､

戦
争
賠
償
金
､

外

債
の

元

利
子

費
､

ガ

リ

オ

ア
､

エ

ロ

ア

等
に

よ

る

ア

メ

リ

カ

の

封
日

援

助

費
金

の

返

還
､

恩

給

費
､

国
民

年
金
の

創
設
そ

の

他
の

た

め
の

社
食
保

障
費
等
々
｡

経
済
の

み

の

立

場
か

ら

み

る

と
､

こ

こ

に

多
く
の

問
題
を

は

ら
ん

で

い

る
｡

三

昭

和
三

十
三

年
度
に

お

け

る

国
家

支

出
の
一

特
性
は
､

昭

和
三

十
一

年
度
の

決
算
に

お

け
る

新
規
の

純
潜
国

庫
剰

飴
金
一

手
億

凰



日 本財 政 の 計 数分 析)5(

徐
の

う

ち
､

四

百
三

十
六

倍
園

を

財
政

収
支

平
衡
基
金
と

し
て

留

保
し

た

こ

と

で

あ

る
｡

こ

の

う
ち
二

百
二

十
一

億
固
は

｢

経
済
基

盤
強
化

費
金
+

と

し
て
､

道
路
･

港
湾
の

整
備
､

科

畢
技
術
振

興
､

異
常
災
害
の

復
啓
そ

の

他
､

一

般
経
済
の

畿
達
の

た

め
の

経
費
の

財
源
と
し

て

婿
爽
使
用
す
る

た

め

に

留
保
さ

れ

て

い

る
｡

残
り
の

二

百

十
五

億
圃

は
､

中

小

企

業
､

農
林
漁
業
､

東
南
ア

ジ

ア

開

餞
､

貿
易
振

興
､

螢
便
関
係
の

健
全

化
の

た

め
､

五

つ

の

特
別

法
人
の

基
金

と

し
て

出
資
さ

れ

る

こ

と

と

な
っ

て

い

る
｡

こ

れ

ら
の

資
金

及
び

出
資
金
は
､

す
べ

て

資
金

運
用

部
に

預
託
さ

れ

て

い

る
｡

い

わ

ゆ

る

神
武
景
気
に

と
も

な

う
わ

が

国
民

経
済
の

異
常
な

行

き

過
ぎ

を

矯
正

す
る

た

め
､

三

十
二

年
夏
以

爽

財
政

金
融
全

般
に

わ

た

っ

て

引

締
政

策
が

と

ら

れ

て

い

る

が
､

そ

の
一

環

と

し
て
､

国
庫
剰
駿
金
を

棚
上

げ
し
て

財
政

支

出
に

ょ

る

刺
戟
を

避
け
､

清

爽
に

お

け
る

景
気
調

節
の

財
淑
と

し

よ

う
と

す
る

も

の

で

あ

る
｡

フ

ィ

ス

カ

ル

･

ポ

リ

シ

ー

に

お

い

て

唱
道
さ

れ

て

い

る

財
政

均
衡

資
金
に

外

な

ら

な
い
｡

最
近
の

わ

が

国
の

財
政
､

経
済
を

分
析
す
る

場
合
に

注

目

す
べ

き

は
､

中
央
政

府
■に
よ

る

投

融
資
で

あ
る
｡

去
れ

に

は
､

つ

ぎ
の

如
き

も
の

が

あ

る
｡

(

こ
海

草

石
炭
､

製
錬
鋼
､

機
械
製
作
､

′

貿
易
､

電
力

業
等
の

民

間
重

要
産
業
へ

の

貸
附
､

(

二
)

中

小

企

業
､

農
林
漁
業
､

住
宅

建
設

等
､

い

わ

ば

哉
達
の

お

く

れ

て

い

る

部

門

に

た

い

し

て
､

そ

の

育
成
そ

の

他

社

食
改
良

的
目

的
を

も
っ

て

行

う
貸
附
､

(

三
)

地

方

圏

慣
の

事
業
に

た

い

す
る

貸
附
､

(

四
)

日

本

･

国
有
鉄
道
､

日

本

電
信
電

話
公

社
等
の

公
共

企

業
へ

の

投

資
等
｡

こ

の

資
金
の

源
泉
の

う
ち
､

最
も

重

要
な
の

ほ
､

政

府
が

郵
便

貯

金
､

簡
易
生

命
保
険
料
等
の

方

法
で

国
民
か

ら

あ
つ

め

た

資
金
を

管
理

す
る

資
金

運
用
部
､

簡
易
生

命
保

険
及

び

郵
便

年
金

積
立

金

の

資
金
で

あ

る
｡

こ

れ

以

外
に

産
業
投
資
特

別

食
計

(

重

要
産
業

へ

の

公

共
投
資
の

た

め
の

特
別

合
計
)

及
び
一

般
食
計

か

ら
の

支

出
金
､

公

共

企
業
に

ょ

る

公
募
借
入

金

等
が

あ

る
｡

て

れ

等
の

資

金

は
､

或
は

政

府
自
ら

直

接
に
､

或
は

相

木

輸
出
入

銀

行
､

住
宅

金
融
公

庫
等
の

金

融
機
関
を

通
じ
て

間
接
に
､

そ

の

封
象
と

す
る

事
業
乃
至

囲

髄
に

た

い

し

て

低
利
で

貸
附
､

ま
た

は

投
資
す
る

資

金
と

な

る
｡

こ

の

投
融
資
の

金

高
は
､

昭

和
二

十
五

年
頃
よ

り

最
近

ま
で

は

毎
年
三

千

億
園

乃
至

四

千

倭
国
で

あ

る
｡

三

十

三

年

度
の

換
算
で

は
三

千

九

百

九

十
五

億
固
で

あ

る
｡

昭

和
二

十

六

年
よ

り
三

十

年

頃
ま
で

は
､

日

本
の

企

業
が

外

部
か

ら

う
け
た

設
備
費
金
の

う
ち

】
人

J

三

十
パ

ー

セ

ン

ト

近
く
は
､

こ

の

方

法
に

よ

る

も
の

で

あ
っ

た
｡

如



一

橋論叢 第 四十 着 発五親 ( 6 )

簾 田表 昭 和3 3 年度財政投資嘗初計量 ( 軍位 億蹴)

計
公募債
借 入金

小計
資金運
用部資
金

産業投
資特別

食計

3 2 5

3 4 4

2 35

2 7 5

3 1 2

1 27

92 8

/
h

U

5

5

′

D

4

0
ノ

q
′

0

-
.

〇

4

8

3

2

5

4

4

(

U

O
ノ

5

2

4

(

U

O
ノ

2

1

3

】

1 0 0

2 3

6 5

1 88

85

■

=

-

8 5

1 5 0

4 2 3

3 2 5

3 4 4

2 3 5

5

2

4

3

8

0

5

仁
U

4

0
ノ

4

0

2

7

1

(

U

′

0

5

0

3

2

5

4

∠

U

5

】7

2

2

1

(

古

3

2

3

0

0

5

2

つ

J

:
5 ｡

5 ｡

9 ｡

㌫
3 8 7

3 0

1 5

2 6

:
7 1

4 0 ｡

8 5 8

3 1 5

2 5 4

1 8 5

2 25

85

1 0 4

5 26

4
.

〇

〇

4

q
/

一

J

O

7

6 9

1 7

2

一

5

4

2 9

45

.4 3

1

2

1 0

9 0

-

-

3 7

■

1 4 0

2 7 7

■

=

:
一

一

2 7 7

( 1) 民間 へ の 資 金供給

開 尊 銀 行

電 渡 田 登 合 祀

国 民 金商虫公 庫

中小企業金融公庫

住 宅 公 園

道 路 公 園

- そ の 他

計

( 2) 政府 事 業建設投 資

日 本 国 有 銭 逆

目本電信電話公融二

郵 政 事 業

道 路 整 備

そ の 他

計

( 3) 地 方 債

合 計

最
近
で

は
､

戦

後
の

経

済
復
興
も
ー

應
完
了

し
､

民

間

併
′

4

エ

の
■
資
金
が

潤
澤
と

な
っ

た
こ

と
､

過
剰
の

投
資
､

貸
附

を

抑
制
す
る

必

要
が

生

じ
た

こ

と

等
が

理

由
と

な
ゥ

て
､

財
政

投
融
資
の

金

高
ほ

減
少
し
､

こ

の

此

率
は

十
パ

ー

セ

ン

ト

以

下

と

な
っ

て

い

る
｡

由
爽
国
家
の
一

般
食
計
の

経
費
に

は

義
務
的
支
出
の

性
質
の

も
の

が

多
く

増

減
困

難
な
の

に

反
し

て
､

こ

の

投
融
資
の

場
合
に

は
､

国
民

経
済
の

動
勢
に

應
じ
て

臨

機
に

容
易
に

増
減
さ

れ
､

そ

の

運
営
に

お

い

て

弾
力

性

が

大
で

あ
る
｡

例
え
ば

昭

和
二

十

八

年
に

す
す
ん

だ

滑

費
イ

ン

フ

レ

の

封
策
の
一

つ

と

し
て

投
融
資
に

腰

縮
が

加
え

ら

れ

た
｡

ま

た

三

十
二

年
の

夏
に

国
際
収
支

改
善

策
の
一

環
と

し

て

民

間
投
資
を

剖
滅
す
る

目

的
で

嘗
初

の

計

量
の

一

部
の

繰
延
べ

中

止
が

行
わ

れ

た

が
､

そ

の

後
､

情
勢
の

欒
他
に

潮
應
し

て
､

一

部
が

復
活
し

た
｡

こ

う
い

う

風
に
､

そ

の

時
虚
に

お

け
る

経
済
､

財
政

政

策
の

方

向
は
､

一

般
合
計
の

支
出
に

此

し
て
､

よ

り

敏
感
に
､

こ

れ

に

反
映

す

る
｡

第
四

表
は
､

三

十
三

年

度
の

嘗
初
計

量
で

あ

る
｡

l



( 7 ) 日本財政 の 計数分析

つ

ぎ

は
一

般
合
計
の

歳
入

で

あ

る
｡

り
で

あ
る
｡

第 五 泉 一 般合計歳入 ( 単位 億 凰)

3 2 年 虔

9
,
89 3 (8 3 % )

1
,
1 8 3 (1 0 % )

1 47 ( 1 % )

8 7 ( 1 % )

3 45 ( 3 %)

1 9 1 ( 2 %)

1 1
,
8 4 6 (1 0 0 % )

3 3 年 度

1 0
,
2 5 9 (7 8 % )

1
,
1 7 0 ( 9 % )

1 5 3 ( 1 % )

10 5 (1 % )

4 32 (3 % )

1
,
0 0 2 ( 8 %)

13
,
1 2 1 (1 0 0 % )

租 税 及 び 印 紙 収 入

専費納付金(専費益金)

官業益金及 び官業収入

政 府 資 産 整 理 収 入

雑 収 入

前 年 度 剰 徐 金 牧 入

合 計

そ

の

内

容
は

第
五

表
の

通

租
椀

及
び

印

紙
収
入

及
び

専

賛
益

金

と

い

う

贋
義
の

租
税

が

全

収
入

の

九

十
パ

ー

セ

ン

内
外

を

し

め
て

い

る
｡

昭

和

二

十
二

年
度
以

爽
､

一

般
食
計
で

は

公

債
を

財

源
と
し

て

い

な
い
｡

つ

ぎ
に

租
税
に

つ

い

て

解
説

す
る
｡

第
六

表
(

次
ぺ

ー

ヂ
)

は
､

最
近
に

お

け

る

わ

が

国
の

圃
検

視

収
入
の

内
渾
を

示

す
も
の

で

あ
る
｡

こ

の

う
ち
地

方

譲
輿
碗
は
､

国
税
の

形
で

中

央
政

府
に

よ
っ

て

課
徴
さ

れ

る

が
､

そ

の

収
入
の

す
べ

て

は

地

方

圏

膿
に

た

い

し

て
､

人

口
､

道
路
面

積
等
せ

標
準
と

し
て

分
興
さ

れ

る
｡

こ

の

収

支
は
｢

交
付

税

及
び

譲
輿
椀
配
付

金
特

別

合
計
+

で

経
理

さ

れ

る
｡

形
式

は

国
税
で

あ

る

た

め
､

こ

の

稿
で

は
､

反
封
の

明

言
が

な
い

か

ぎ

り
､

圃
椀

と

し
て

取
扱
わ

れ

て

い

る
｡

地

方

譲
輿
税

は
､

し
ば

ら

く
お

き
､

普

通
の

国
税
の

収
入

に

つ

い

て

み

る

と
､

現

在
で

は

所
得
課
税

(

所
得
税
と

法
人

税
)

が

全

租
税

収
入
の

五

十
パ

ー

セ

ン

ト

以

上

を

し
め
ノ

て

い

る
｡

酒
税

及
び

専
膏
益

金
が

こ

れ

に

つ

ぐ
｡

と

く
に

注
目

す
べ

き
は

法
人

税

収
入
の

激
増
で

あ
る
｡

以

前
は

個
人
の

所
得
税
収

入
が

多
く
､

シ

ャ

ウ

プ

椀
制
賓

施
の

前
年
た

る

二

十

四

年
度
の

如
き

は
､

普
通
の

国
税

収
入

中
に

お

い

て

占
め
る

比

率
は
､

所
得
税

四

十
四

%
､

法
人

税

十

%
で

あ
っ

た

が
､

次
第

に

法
人

税

収
入
の

割
合
が

大
と

な

り
､

三

十
二

年
度
に

は

国
税
中

第
一

位
と
な

り
､

所
得
税
の

二

十
一

パ

ー

セ

ン

ト

に

た

い

し
て
､

法
人

税
二
一

十
一

パ

ー

セ

ン

ト

と

な
っ

た
｡

こ

れ

は

大

法
人
の

収
益

増
大

と

税

負
捨
の

軽
減
を

目

的
と

す
る

個
人

企
業
の

法
人
へ

の

組

織
替
(

い

わ

ゆ
る

法
人

成
)

の

結
果
で

あ

る
｡

法
人

数
を

み

る

と
､

二

十
四

年
三

月

末
の

十

七

萬
八

千
に

た

い

し
て

最
近
は

三

十
四

寓

7

六

千
に

増
大
し
､

分
配
国
民

所
得
中
､

法
人

所
得
の

占
め
る

割
合

4 ｡
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第六 表 租税収入 ( 単位 億 凱

3 2 年 度3 3 年 度

2
,
3 0 1 ( 2 1 %)

1
,
7 2 9

57 2

)

､
ノ

､
ノ

)

､
ノ

ー
ノ

ー

ノ

1

J

l

ノ

)

)

)

)

)

)
ヽ

ノ

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%
･

%

%

%

1

1

0

6

5

5

3

0

0

0

0

4

0

3

1

0

3

(

(

1

(

(

(

(

(

(

(
′

し

(

(

1

0

(

(

(

l(

6

9

8

0

2

4

3

2

6

8

1

4

5

5

3

6

岬

7

3

は

臼

5 ｡

3 7

1

2

4 8

3 1

1 .18

1
.
｡ 71

ー

ノ

4

/
L

U

7

3

7

1

0
ノ

7

1

1

2

311

2
,
4 4 8 ( 2 1 ヲる)

1
,
93 9 '

5 0 9

3
,
3 11 (2 9 % )

7 6 ( 1 % )

( 0 % )

( 1 7 %)

(5 %)

2

0

0

1

4

5

3

0
ノ

5

1

5 5 6 (5 %)

4 4 0 (4 % )

3 ( 0 % )

6 ( 0 % )

1 9 ( 0 % )

3 2 ( 0 %)

4 4 4 ( 4 %)

6 ( 0 %)

38 8 ( 4 % )

1
,
17 0 (1 0 % )

1 1
,
4 2 9 ( 1 0 0 % )

っ

J

2

7

2

1

8

3

2

5

1

1

3

711

( A ) 普 通 の 国 税

所 得 税

源 泉 徴 収

申 告 納 税

法 人 税

相 模 祝

再 許 償 祝

酒 税

一 砂 糖 滑 費 税

韓 螢 油 椀

物 品 祝

ト ラ ン プ 類 税

取 引 所 税

有償謹券取引税

通 行 税

関 税

と ん 検

印 紙 収 入

専 膏 益 金

合 計

( B ) 地 方 議 輿 税

入 場 税

地 方 道 路 程

特 別 と ん 税

合 計

( A ) 及び( B ) の 合計

国
税

を

直
接
税
と

間
接
椀

に

置

分

す
る

と
､

第

七

表

(

次
ぺ

ー

ヂ
)

の

通
り

で

あ

る
｡

日

華
事
欒
以

前
の

時
期
に

は

間
接
税
の

比

重
が

大
で

あ

っ

た

が
､

戦
争
中
は

直

接
税

の

そ

れ

が

増
大
し

た
｡

終
戦

後
は

再
び

間
接
税
の

比

重
が

大

と

な
っ

た
｡

一

見
､

こ

れ

は

望
ま

し
い

傾
向

と
は

い

え

な
い
｡

し
か

し

終
戦
直

後
の

一

日

本
で

は

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

に

よ

る

経
済
の

混
乱
､

生

卓0 8

は
､

二

十

四

年
の

五
パ

ー

セ

ン

ト

に

た

い

し
て

三

十
二

年
十
一

パ

ー

セ

ン

ト
､

三

十
三

年
十
パ

ー

セ

ン

ト

と

な
っ

て

い

る
｡

ま

た

最

近
の

法
人

腰
数
､

三

十

四

萬

六

千

の

う
ち
､

所

得
二

百

萬
園

以

下
の

食
紅
は
､

そ

の

数
に

お

い

て

九

十
パ

ー

セ

ン

ト

を

占
め
る

の

に

た
い

し
て
､

そ

の

所
得
高
に

お

い

て

は
､

わ

ず
か

に

十
五

パ

ー

セ

ン

ト

を

し

め

る

に

過
ぎ

な
い
｡

塵
力
の

減
退
､

国
民

道
徳
の

低
下
､

税

務

機
構
の

弱
化

等
の

諸
事

情
が

あ

り
､

こ

れ

が

原
因
と

な
っ

て

進
歩
的
椀

制
の

た

め
の

前
提

條
件
が

崩
壊
し

た

た

め
に

と

ら
れ

た
の

で

あ

る
｡

な
お

注
意

す
べ

き
は
､

終
戦
後
の

日

本
で

は

直

接
税
と

間

接
税

の

分
類
は
､

そ

れ

以

前
の

場
合
に

お

い

て

有
し
て

い

た

よ

う

な

重



第 七 表 直接椀 と間接税 ( 単位 億園)

( 9 ) 日本 財政 の 計数分 析

合 計間 接 税直 接 税

1 2 .2 ( 10 0 % )

1 2 9 ( 10 0 % )

6
,
3 6 4 ( 10 0 % )

5
,
7 0 8 ( 1 0 0 %)

1 1
,
3 7 3 ( 1 00 ヲる)

1 1
,
7 5 1 (1 0 0 % )

7 .9 (6 5 % )

4 5 (3 5 % )

2
,
9 2 0 (4 6 % )

2
,
5 7 2 ( 45 % )

5
,
55 9 ( 4 9 %)

5
,
87 3 ( 5 0 % )

4 .3 (3 5 % )

8 4 (6 5 % )

3
,
4 4 4 (5 4 % )

3
,
1 3 6 (5 5 %)

5
,
8 1 4 ( 5 1 %)

5
,
8 7 8 ( 5 0 ク6)

均平年11,

年

午

年

年

年

O

q
ノ

+
T

5

2

っ
J

l

1

2

2

3

3

9和

和

昭

昭

蛮
性
を

失
っ

て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

室

襲
そ

の

他
に

よ

る

戦

災
､

イ

ン

フ

レ

ー

シ

ョ

ン

､

大
農
地
の

小

作
人
へ

の

強

制
分
割
､

努
働
組
合
の

強

化
､

臨
時
の

財
産
税
､

大
財

閥
の

解

髄
､

資
本

及
び

企
業

の

過
度
の

集
中
排
除
等
の
一

連
の

諸
事

賓
及
び

諸
政

策
に

よ

っ

て
､

第
二

次
大

戦
後
に

お

け
る

国
民

間
の

富
の

分
配

関
係
は
､

第
一

次
大

戦
後
に

お

け

る

不

平
等
化
現

象
に

反

し

て
､

今
岡
で

は
､

こ

れ

と

は

逆
に

平
等
化
し

た
｡

大
ざ
っ

ば
に

い

っ

て
､

直

接
税

は

主
と

七

て

富
者
が

負

婚
し
､

間
接
税
は

主
と

し
て

大

衆
が

負
揺
す

る

も
の

と

解
し
て

大

過
な
い

の

で

あ

る

が
､

戦
後
の

日

本
で

は

両

税
種
を

負
揺
す
る

も

の

は
､

多
く
は

同
じ

所
得
階
層
の

人
々

で

あ

っ

て
､

直

接
税

と
い

っ

て

も

大
衆
課

税
の

色

彩
が

つ

よ

い
｡

三

十
三

年
の

所
得
税
の

申

告

納

税
に

つ

い

て
､

一

年
の

所
得
高
五

十

萬
園

以

下
の

も
の

が

占

め
る

比

率
を

み

る

と
､

申
告

絶
人

員
二

百

十
五

萬
七

千

人
の

う

ち

七

十

八
パ

ー

セ

ン

ト
､

一
申
告

所

得
絶
額
九

千
七

百
九

十

億
囲
の

う

ち
五

十

五
パ

ー

セ

ン

ト

と

推
算
さ

れ

る
｡

ま

た

給
興
所
得
の

う
ち

課
椀
の

封
象
と

な
る

も
の

に

つ

い

て

分
析

す
る

と
､

年
所
得
五

十

高
風

以
下

の

も

の

は
､

課
税

絶
入

員
八

百

七

十
一

高
八

千

人
の

う

ち

八

十

四
パ

ー

セ

ン

ト
､

こ

の

課
税

所
得
聴
額
三

兆
三

百
三

十

億

園
の

う
ち

六

十

七
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

五

十

寓
圃
を

卸

頁
物

債

指
数
で

日

華
事

攣
別

の

貨
幣
債
値
に

換
算
す
る

と
､

約
一

千
四

百

圃

と

な
る
｡

常
時
個
人
の

第
三

種
所
得
税
の

免
椀
鮎
が
一

千
二

百

囲
で

あ
っ

た

事
賓
と

封
比

す
る

と
､

現

在
の

年
所
得
五

十

萬
圃

以

下
の

階
層
の

大

部
分
の

も

の

は
､

事

攣
附

な

ら
ば

嘗
然
課

税
さ

れ

な

か
っ

た

こ

と

と

な
る
｡

個
人

所
得
税
の

納
税

者
教
も

事
欒
直

前

は

人
口

六

千

八

百

商
人

中
､

つ

ね
に

百

寓
人

以

下
で

あ
っ

た

の

に

封
し
て
､

三

十
三

年
で

は

人
口

九

千
二

百

萬
人
の
.
う

ち

約
一

千

寓

人
で

あ
る
｡

つ

ぎ

に

所

得
税
の

封
象
と

な

る

納
税

者
そ

の

他
に

つ

い

て
､

所

得
階
屠
別

分
布

を

戦
前
と

戦
後
に

つ

い

て

比

較
し
て

み

ょ

う
｡

4 09
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一 橋論叢 第 四十 葛 第五錬 ( 1 0 )

第∧ 表 階層別所得税負撫 の 百分率

昭 和 3 3 年 度 (漁算)昭 和 1 0 年 慶

算数
税率

算数
程率

所得税

額-

(蒜品)

所得金
額

(畠蒜
6

)

納税 人
員

(買入)
所 得 階 層

′
ク一レ
/

%ヲ右%%%%%

′

b

q
ノ

5

′

O

q
′

0

亡
J

3

1

1

3

0
0

5

5

8

′

b

l

･2

3

2

′

b

O

4

】7
っ

J

4

0

2

3

1

1

8

1 0

A
‥

･

9

8

】

7

亡
J

-7

3

1

0

1

3

2

01

2 0

72

6

4

2

義

0

3

1

榔

1 0

q
/

′

q

O

O
ノ

(

8

∠
U

〔

∂

O

1

3

4

7

4

4

1

2

史
U

3

0
ノ

4

4

0

1

1

1

4

01

′

心

′

J

l

′

0

2

8

8

4

0

1

2

2

1

1

01

.

J

】7

8

5

0

0

7

｢
⊥

0

0

2

4

1

01

萬園超" 萬園 以 下

2 0

2 0 - 3 0

3 0 - 5 0

5 0 - 1 0 0

1 0 0 - 2 0 0

2 0 0～5 0 0

5 0 0 - 1 ,0 0 0

1
,
00 0 萬園超

合 計

昭

和
十

年
の

第
三

種
所

得
税

(

個
人
の

綜
合

所
得
税
)

に

お

け

畑JT

る

課
税

所

得
金

額
と

所
得
税

額
と

を
､

経
済
企

蓋
廉
調
､

綜
合
物

債
指
数
を

基
礎
と

し

て
､

三

十
三

年
度
の

債
値
に

換

算
し

(

昭

和

九

年
乃

至

十
一

年
平

均
一

に

た
い

す
る

三

四

四
･

五

倍
)

､

三

十
三

年
度

の

そ

れ

と

比

較
す
る

と
､

第
八

表
の

通

り

と

な
る
｡

年
所
得
二

百

萬
園

を

超
え

る

も
の

が
､

課
椀
の

封
象
と

な
る

所

得
絶
額
中
に

お

い

て

占
め

る

比

率
を

み

る

と
､

主
十
三

年
で

は
､

ゎ

ず
か

に

四
･

四
パ

ー

セ

ン

ト

(

百

萬
園

を

超

え

る

も

の

は

十

一

･

四
パ

ー

セ

ン

ト
)

に

過
ぎ

な
い

の

に

封
し

て
､

十

年
で

は

四

十
一

二
パ

ー

セ

ン

ト

(

百

萬
園

を

超
え

る

む
の

は

六

十
三
･

一

パ

ー

セ

ン

ト
)

で

あ
る
｡

こ

う
い

う
風
に

高
額
所
得
者
が

少
い

と
い

㌢
と
こ

ろ

に
､

現

在

日

本
の

租
税

政

策
の

む
つ

か

し
さ

が

あ
る
｡

国
庫
収
入

と
い

う

鮎

か

ら
み

る

と
､

小

所
得
者
の

負
捨
軽
減
､

そ

れ

に

か

わ

る

大

所

得

者
の

重

課
と

い

う

進
歩
的
合
理

的
政
策
が

貴
行

困

難

な

の

で

あ

る
｡

ま

た

低
額
所
得
に

た

い

す
る

所
得
税
を

軽
減
し

て
､

そ

の

負

塘
を

滑
費
税
に

移
す
べ

し

と
い

う

提
案
が

あ

る

が

ー
そ

の

昔
香

は
､

し

ば

ら

く

お

き

ト
そ

の

論
接
の
一

つ

も
こ

こ

に

あ

る
｡

っ

ぎ
に

所
得
税
の

所
得
種
類
別
の

負
塘
を

此

較
す
る

と
､

第
九



■三

( 単位 億圃)

C

豆

( 1 1 ) 日本財政 の 計 数分 析

第九表 所得税 の 所得種類別負塘

旦
A望諾品(豊)
1 1 .3 %

5 .2

7 .3

2 .2

1 9 .1

7 . 1

1 6 . 2

1 2 .2

1 2 ,6

5 .4

8 .8 %

3 .5

2 .4

0 .3

8 .1

2 .0

6 .0

3 .1

7 .1

2 .7

7 .0

3 .1

7 7 .8 %

67 .4

3 2 .2

15 .8

4 2 .1

2 7 .6

3 7 .0

2 5 .
5

5 6 .8

ぷ) .9

所得税
額( C )

納税者 の

所得( B )
同種の 所得
合計( A )

1
,
24 4

1
,声6 7

1 6 3

3 6

5 5 3

2 5フ

ァ5

8 3

2
,
0 35

1
,
9 4 3

2
,
1 5 7

2
,
4 2 7

1 1
,
0 0 1

3 0
,
3 3 3

2
,
2 3 3

1
,
6 5 2

2
,
88 8

3
,
5 9 6

4 6 2

6 8 2

16
,
5 8 4

36
,
2(i3

1 4
,
1 4 9

45
,
0 2 0

6
,
9 4 1

1 0
,
4 5 0

6
,
8 6 0

1 3
,
0 1 1

1
,
2 4 8

2
,
7 0 9

2 9
,
19 8

7 1
,
1 9 0

3 0
,
6 99

7 8
,
4 5 0

勤 努 所 得(
昭和

芸霊
悪
人農業所(

2 時 庭

3 3年 皮

袋
入営 斯
i

2 5 年度

3 3 年度

詣鮎徴 芸霊
汽手
合 計l

2 埠 度

3 3年 皮

質嬬
待合i

2 嘩 度

3 3 年度

注意 ‥ 個人所 得合計 ( Ⅱ) は , ( Ⅰ) に そ れ以外
の個 人所 得を 加算した も の で あ る ･

表
が

明
か

に

す
る

ヰ
フ

に
､

そ

の

間
に
､

か

な

り
の

相

違
が

あ

る
｡

昭

和
二

十
五

年
に

く

ら
ぺ

て
､

三

十
三

年
で

は
､

各
所
得
と

も

負
塘
が

軽
減
さ

れ

て

い

る

が
､

農
業
所
得
の

負
接
が
､

も
っ

と

も

小
で

あ

る

こ

と

は

注

目
を

要
す
る
｡

例
え

ば
､

所
得
税
の

所
得
に

た

い

す
る

割
合
C

盲
を

み

る

と
､

三

十

三

年

度
は
､

勤

労

所

得

三
･

五
パ

ー

セ

ン

ト
､

農
業
所
得
〇
･

三

パ

ー

セ

ン

㌧

営
業
所

得
二
パ

ー

セ

ン

ト
､

そ

の

他
の

事
業
所
得
三

二
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る
｡

所
得
税
の

納
税

者
所
得
に

た

い

す
る

割
合
C

盲

は
､

勤
労

所
得
五

二
一

パ

ー

セ

ン

ト
､

農
業
所
得
二
･

二

パ

ー

セ

ン

ト
､

営

業
所
得
七
･

⊥

パ

ー

セ

ン

ト
､

そ

の

他
の

事
業
所
得
十
二

･

二

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

租
税
の

内

容
､

負
捨
の

配
分
問
題
を

は

な

れ
､

租
疎

絶
高
に

つ

い

て

吟
味
し
て

み

ょ

う
｡

国
税

及
び

地

方

税
の

収
入

の

国
民

所

得
に

た
い

す
る

此

率
は
､

第
十

表
(

次
ぺ

ー

ヂ
)

の

通
り

で

あ

る
｡

こ

の

比

率
偲
､

二

十

四

年
の

二

十

九
パ

ー

セ

ン

ト

を

最
高
と

し

て
､

そ

の

後
低
下

し
､

最
近
で

は

二

十
パ

ー

セ

ン

ト

内
外
で

あ
っ

て
､

事
攣
前
の
一

･

五

倍
と

な
っ

て

い

る
｡

終
戦
後
に

お

け

る

滑
費
生

活
の

内
容
は

日

華
事
襲
以

前
の

そ

れ

山



一 橋論叢 第四 十雀 第 五 携 ( 】_2 )

第十 表 租税負捨 と国民所得 ( 単位 億 凱

C

5
国民 所得( D )合計( C )地 方税( B )国税( A )

1 3 %

2 4

2 9

2 2

1 9

2 0

1 44

5 6 9

2 7
,
3 7 3

3 3
,
8 1 5

8 2
,
9 3 0

8 4
,
7 5 0

1 8

7

8

1

8

′
-

U

3

史
U

q
/

7

〔
J

1

7

5

q
ノ

8

7

7

5

′
】

U

l

l

′
L

U

O
ノ

4

3

5

5

2

0

0

0

0

4

8

′

ム

U

1

1

1

4

5

2

q
ノ

4

8

3

-
▲

1

2

/

L

U

O

7
-
.

〇

1

3

7

つ
J

7

′
L

U

5

1

1

1

1

均平の年0
,
1 1

嘲

嘲

嘲

嘲

嘲

l

1

.2

2

3

っ

J

(

U
ノ和

和

昭

昭

に

比

較
す
る

と
､

か

な

り

低
下

し
て

い

る
｡

例
え

ば

都
市
の

俸
給
生

活

者
(

家

族
五

人
)

の

生

計

費
に

お

い

て

食
費
が

占
め
て

い

る

割
合

を

み

る

と
､

事
欒
前

は

三

十
四

パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

た

の

に

封
し
て
､

二

十
二

年
は

六

十
五

パ

ー

セ

ン

ト
､

二

十
四

年
は

六

十

パ

ー

セ

ン

ト
､

最
近

で

は

四

十
四
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

こ

の

エ

ン

ゲ

ル

係
数

を

基
礎
と

し
て
､

国
民

所

得
か

ら

食
料
費

∫
こ

れ

を

億
小
生

清
費
と

慣
足

す

る

さ
と

推
定
さ

れ

る

金

額
を

控
除

し
た

残
高
､

即

ち

白
由

所
得
を

算
出
し
､

こ

れ

を

負
楯
能
力
の

最
大

限

と

看
倣
し
､

租
税
の

こ

れ

に

た

い

す
る

割
合

を

も

と

め

る

と
､

β
.

4

日

華
事

攣
豊
剛

は

十

九
パ

ー

セ

ン

ト
､

二

十
二

年
は

五

十
一

パ

ー

セ

ン

ト
､

二

十

四

年
七

十
二

パ

ー

セ

ン

ト
､

最
近
で

は

三

十
五
パ

ー

セ

ン

ト

と

な

り
､

現

在
の

租
税

負
婚
は

事

攣
剛

の
一

･

八

倍
と

な
る
｡

ゎ

が

国
で

は
､

昭

和
二

十
二

年
以

爽

今

打

ま
で

ヰ

央
政

府
の
一

般
食
計
の

財
政
と
し

て

公

債
は

嶺
行

さ

れ

て

い

な

い
｡

特
別

合

計
､

政

府
関
係
機

関
及
び

地

方

圏

鰻
で

は
､

毎
年
蟄

行
し

て

い

る
｡

中

央
､

地

方
の

財
政
に

お

け
る

公

債
未
償
還
高
を

示

す
と
､

第

十
一

表
(

攻
ぺ

ー

ヂ
)

の

通

り
で

あ

る
｡

こ

の

裏
に

お

け
る

｢

内

国
債
+

は
､

内

園
の

長
期

国

債
の

み

で

ぁ
る
｡

中
央
政

府
の

債
務
と

し

て

は
､

こ

の

ほ

か

に
､

三

十

三

年

三

月

末
現

在
に

お

い

て

外

国
債
八

百
七

億
囲
､

短
期
讃
券
(

食
糧

讃
券
､

外

国

為
替
資
金

讃
券
)

二

千
六

百
三

十

億
園
が

あ

る
｡

こ

れ

に

第
十
一

義
の

長
期
内

国
債
四

千
五

十

八

億

園

を

加
え

る

と
､

八

千

四

百

九

十
五

億
園

と

な

る
｡

こ

の

ほ

か

に

戦
争
賠

償
金

未
沸

高
三

千

百

億
園
､

.
ガ

リ

オ

ア
､

エ

ロ

ア

に

よ

る

ア

メ

リ

カ

合

衆
固

よ

り
の

債
務
十
八

億
六

千
三

百

萬
ド

ル

が

あ

る
｡



第十 一

表 公債未償還高 (単位 億圃)

( 1 3 ) 日本 財政 の 計 数分析

債方地
A

盲国民所得( B )内国債( A )

バ
T

n
)

4

7

(

U

O

3

5

2

1

0

0

%
っ

J

8

1

7

5

5

/

h
)

(
】

O

1

1

5

q
ノ

3

【
J

O

O

3

′
L

U

7

1

3

5

1

5

3

〔

凸

q
ノ

ア

7

3

2

4

2

っ

J

8

8

8

′
L

U

O

1

5

(
)

0

0

q
/

4

0

0

1

2

2

4

4

末

末

末

末

末

末

度

度

変

圧

度

歴

年

年

年

午

年

年

0

9

4

-
.

､

J

2

3

1

1

2

2

3

3

和昭

し
か

し

中

央
財
政
に

お

け
る

内

園
長
期
債
に

よ

る

財
政

負
塘
は
､

昭

和
十

九

年
嘗
時
と

は

異
な

り
､

現

在
は
､

き
わ

め

て

小

で

あ

っ

て
､

こ

の

現

在
高
の

国

民

所
得
に

た

い

す
る

割
合

は

第
十
一

表
が

示

す
よ

う

に
､

わ

ず
か

に

五
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る
｡

問
題
は

地

方

債
の

累
増
に

あ

る
｡

⊥

～

現

在
日

本
の

財
政
生

活

で

は
､

中

央
財
政
よ

り

も

第十 二 表 国費 と 地方費 ( 単位 儒圃)

B

瓦
地 方費( B )国費( A )

9 8 %

5

5 6

8 3

1 1 8

9 7

9 4

2 1 .6

3 9

3
,
9 15

5
,
2 2 6

1 2
,
6 2 0

1 1
,
4 7 1

1 2
,
3 7 2

2 2

7 9 4

9 9 4

3 3 3

6 9 2

8 4 6

1 2 1

/

h

〉
′
L

U

O

1

3

1

1

1

昭和1 0 年

1 9 年

2 4 年

2 5 年

3 1 年

3 2 年

3 3 年

地

方

費
の

国
費
に

た

い

す
る

割

合

を

み

る

と
､

昭

和
十

九

年
の

五

パ

ー

セ

ン

ト

に

た

い

し

て
､

最
近
で

は

百
パ

ー

セ

ン

ト

内

外
と

な
っ

て

い

る
｡

今

後
も
､

こ

の

傾
向
は

つ

づ

く

も
の

と

濠
想
さ

れ

る
｡

と

こ

ろ

が
､

地

方

圏

燈
の

経
費
は
､

資
質
的

地

方

財
政
に
､

困

難
な

問

題
が

多
い

の

で

あ
る
｡

終
戦
後
､

地

方

自
治
､

地

方

分
樺
の

要
望
が

大
と

な

る

に

と

も

な
っ

て
､

地

方
圏

慣
の

行

政

活
動
が

大
と

な
り
､

第
十
二

表
が

明

か

に

す
る

よ

う
に
､

地

方

費
は

国
費
に

此

し
て

急
速
に

膨
脹

す
る

傾
向

を

し

め

し
て

き
た
｡

に

み

る

と
､

第
十
二

義
の

計

数
よ

り

も
､

は

る

か

に

多
い

の

で

あ

る
｡

元

来
､

国
家

及
び

地

方

圏

髄
は
､

闊
祝

及
び

地

方

税
の

形

式

で

国
民
か

ら

資
金
を

徴

収
し
て

そ

の

財
政
を

運

営
し

て

い

る

が
､

注
意

す
べ

き
は
､

園
検
収
入

は

す
べ

て

国
の

行
政
に
､

地

方

税

収

入

は

す
べ

て

地

方

行
政

に

充

嘗
さ

れ

る

も

の

と

考
え

て

は

な

ら

な

い

こ

と
で

あ
る
｡

国
は

そ

の

税

収
入
の
一

部
分
を

地

方

交
付

椀
､

議
興
税
､

補
助

金
と

し
て

地

方

圏

優
に

支
給
し

て
､

地

方

費
の

財

.ヽ

濠
の

充

賓
を

は

か

り
､

逆
に

地

方
圏

髄
で

は

園
の

直

轄

事
業
の

経

費
の
一

部
分
に

つ

い

て
､

国
家
に

負
婚
金
を

支

出
し
て

い

る
｡

つ

舶



一 橋論叢 第四 十 巷
'

第五 競 ( 1 4 )

第十 三 表 国 と地 方圏鰹問 の 租税収入 の 貴賓分配 ( 単位 億圃)

3 2 年

金額l 滞】そ芳

33 年

金額弓滞lそ芳
7 1 %

一U
ノ2

3 9

1

0

′

h
)

011 0 0

1 1
,
3 7 3

2
,
2 5 1

9
,
1 2 2

2
,
9 6 1

8 0

6
,
2 4 1

亡

｢〕

l

′

n

〉
1

0

5

5

′

0

′

ん

U

2

8

〈

U
ノ

4

2

′

▲

U

2

8 0

9
,
7 3 7

15
,
9 7 8

3 7

3

0

′
L

U

n
)l

%7 0 %

03

1 0 0

1 1
,
7 5 1

2
,
5 6 2

9
,
1 8 9

3
,
0 9 2

8 0

7

5

2

【

ノ

2

0

7

0

′
+

U

∠

U

〈U
ノ

0

0

1

1

5

∠

U

O

1 0
,
6 7 9

1 6
,
8 5 6

A

B

C

D

( E )

国 税

地 方交付税及 び 讃輿祝

園庫の 純税収 ( A - B )

国､1 地 方圏膿 へ の 国庫支出金

園 の 直轄事業 に 封す る地

方圏鰹の 負捨金

国庫の 純収入 ( C - D ＋ E ) ( F )

ね

仲

←

付

( e)

地 方 税

地 方交付税及 び讃輿校

地万国髄 の 純検収 ( a ＋b)

国 庫 支 出 金

国 の 直轄事業 に封す る

地 方圏僅 の 負捨金

地方圏髄 の 純収入 ( c ＋d - e) (f)

租
■
稜 線 額

/

+

し

†
し

地

方

圏

埋

ぜ
の

第
十
三

表
は
､

こ
.
の

関
係
を

顧
慮
し

て
､

国
税

地

方

税

収

β
一

生

入
の

最
終
的
辟
属
を

示

す
も
の

で

あ

る
｡

三

十
三

年
度
で

は

此

率
(

甲
)

が

明
か

と

す
る

よ

う
に
､

租

税

絶
額
に

お

け
る

国
椀
と

地

方

税
の

割
合
は

七

十
パ

ー

セ

ン

ト

封
三

十
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
っ

て
､

■
国

税
の

方
が
､

は

る

か

に

多

い

の

で

あ

る

が
､

最
終
的
貴
賓
的
配

分
､

即
ち

比

率
(

乙
)

で

は
､

圃
が

三

十

七
パ

ー

セ

ン

ト

に

た

い

し
て
､

地

方
圏

慣
は

六

十
三
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ
る
｡

昭

和
十

年
度
で

は

比

率
(

甲
)

に

お

い

て

六

十

五
パ

ー

セ

ン

ト

封
三

十

五

パ

ー

セ

ン

ト
､

此

率

(

乙
)

で

は

五

十
二

パ

ー

セ

ン

ト

封
四

十

八
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

七

最
近
に

お

け

る

地

方

財
政

計
量
に

よ
っ

て
､

そ

の

歳
出
歳
入

の

線
計
を

示

す

と
､

第
十

四

表
及
び

十
五

表
の

通
り
と

な

る
｡

歳
出
に

お

い

て

拾
輿
費
そ

の

他
の

滑
費
的

経
費
が

六

十
パ

ー

セ

ン

ト

を

超
え

て

い

る
｡

ま
た

歳
入

に

お

い

て

地

方

検

収
入
が

歳
入

中
に

し

め

る

比

率
は

四

十
パ

ー

セ

ン

ト

飴
で

あ
っ

て
､

図

の

九

十
パ

ー

セ

ン

ト

(

第
五

表

参
照
)

に

く

ら
べ

て

極
め
て

小
で

あ

り
､

そ

の

歳
入
の

四

十

五
パ

ー

セ

ン

ト

餞
が

国
庫
よ

り
の

ま



( 15 ) 日 本財 政 の 計数分析

第十 四 表 地 万国髄歳出 (軍使 億囲)

年233 3 年
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/
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(
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(
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(
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(
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h
〕

5

0
ノ

0

5

2

4
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′
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7
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′
L

U

っ
J

2

7

4

2
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2

1 6 1 ( 1 % )

1 1
,
4 7 1 ( 10 0 % )

%

%

%

%

%

%

%

%

%

2

8

2

2

7

0

4

2

4

′
L

U

3

(

2

(

3

2

(

(

∩

フ

3

8

∩

凸

n

凸

0

0

1

q
/

5

3

1

0

2

2

∠

U

4

1

′

n
)

7

2

7

8

7

q
ノ

3

4

7

4

2

3

2

1 6 5 ( 1 % )

12
,
3 7 2 ( 1 0 0 % )

滑 費 的 経 費

給 輿 費

恩給 及 び 退 慣料

そ の 他

公 債 費

投 資 的 経 費

公 共 事 業 安

夫業封策 事業費

維 持 補 修 費

地方交付祝の 不 交付囲鰻 に お け
る平均水準 を超 え る必 要経費

合計

糾

仲

川

.
㈹

第十 王 表 地 万国鰻歳入 ( 単位 億 凰)

3 2 年3 3年

4
,
6 0 5 (4 0 %)

2 9 7 (2 % )

1
,
9 5 4 ( 1 7 %)

2
,
9 6 1 ( 2 6 %)

5 2 0 ( 5 % )

3 8 8 (3 % )

ア4 7 (7 % )

1 1
,
4 7 1 ( 10 0 % )

5
,
1 0 5 ( 4 1 % )

32 2 (2 % )

2
,
2 4 0 ( 1 8 % )

3
,
0 9 2 ( 2 5 % )

4 5 0 ( 4 % )

4 0 2 ( 3 %)

7 6 0 ( 6 %)

1 2
,
3 7 2 ( 1 0 0 %)

)等金助補(

探

検

探

金

債

料

入

輿

付

出

方

讃

交

支

方

数

枚

方

方

庫

地

地

地

園

地

手

薙
引

引合

出
金

(

地

方

讃
輿
税
､

地

方

交
付

税
､

補
助

金

そ

の

他
)

で

あ
っ

て
､

中
央
依
存
の

程
度
が

大
で

あ
る
｡

1

2

っ
J

4

5

′

L

U

7

(

(

(

(

(

(

(

-

セ

ン

ト

で

あ

る

が
､

′
+

八

昭

和
三

十
一

年
度
の

決
算
に

よ
っ

て
､

歳
出
を

都
道
府
願
と

市
町

村
別

に

す
る

と
､

第
十

六

表
(

或
ぺ

ー

ヂ
)

の

通
り

と

な
る
｡

′

各
国

髄
を

通

じ

て

教

育

費
が

多

い
｡

こ

と
に

都
道
府
麻
で

は
､

三

十

三
パ

ー

セ

ン

ト

を

占
め

て

い

る
｡

し

か

し

歳
出
の

比

率
に

つ

い

て

は

各
国

津
問
に

大

差
が

な
い
｡

こ

れ

に

反
し

て

歳
入

の

側
で

は
､

第
十
七

表
(

攻
ぺ

ー

ヂ
)

が

示

す
よ

う

に
､

圃

腰
間
に
､

か

な

り

大

な
る

程

度
の

相
違
が

あ

る
｡

租
税
の

歳
入

に

お

い

て

占
め

る

比

率
は
■地
方

圏

健
合
計
で

は

三

十
五
パ

五

大

市
が

五

十

五
パ

ー

セ

ン

ト
､

そ

れ

以

外
の

市
四

十

六
パ

ー

セ

ン

ト
､

町

村
四

十
パ

ー

セ

ン

ト

に

た

い

し

て
､

都
道
府

牒
で

は
､

わ

ず
か

に

二

十

八
パ

ー

セ

ン

ト

で

あ

る
｡

蛸
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t

第十 大 表 3 1年産 地方国債別歳出 ( 単位 債圃)

都 道 府麻 五 大 市 市 町 村 特 別 直 合 計

議 食 費

廉(役所) 費

警 察 費

土 木 費

教 育 費

社食及び労

働施設費

保健衛生費

産業経済費

財 産 費

統計調査費

選 挙 費

公 債 費

諸 支 出 金

前年度繰上

充用金

■ 合計

消費的経費

公 債 費

投資的経費

そ の 他

合計

茅部葛
119 (1%)

1
,
6 0 9 (1 3 %)

79 0 (6 % )

1
,
6 4 8 (13 % )

3
,
5 1 9 (2 8 %)

1
,
3 4 1 (1 1 %)

3 8 1 (3 %)

1
,
3 2 7 (1 1 %)

12 5 (1 %)

1 1 (0 . 1 %)

3 6 (0 .3 % )

7 4 3 (6 %)

5 3 9 (4 %)

43 1 (3 %)

2 2 6 (1 0 %)

41 8 (1 8 %)

43 7 (18 %)

列
l

ヨ
叫

呵

句

作
､

伯
､

n
､

ユ

.3

〝

岬

∴
P

O

O

O

5

7

2

0
ノ

l

q
′

1 0

1 4

3

1 5

1 3

17 1 (7 % )譜
7
,
443 (1 0 0 %)l6 8 0 (1 0 0 %)1 2 , 脚 (1 0 0 % 巾,

9 16 (10 0 叫1 9 1 (1 0 0 %刈1 2 ,6 2 0 (1
0 0 %)

7
,
4 4 9 (5 9 % )

7 3 6 (6 % )

3
,
9 1 0 (3 1 %)

5 2 5 (4 %)

1 2
,
6 2 0 (10 0 %)7

,
4 4 3 (1 00 % )【6 8 0 (1 0 0 %)l 2 ,3 9 0 (1 0 0 %)l l ,9 1 6 (1 0 0 %)l

1 9 1 (10 0 %

第十 七 表 3 1年度 地方圏髄別歳入 ( 単位 億凰)

歳 入 合 計

7
,
5 8 9( 1 0 0 %)

5
,
2 7 4( 1 0 0 %)

6 9 3( 1 0 0 %)

2
,
42 0 (1 0 0 % )

1
,
9 4 9 (1 0 0 % )

2 12 (1 0 0 % )

1 2
,
8 93 ( 10 0 % )

そ の 他

1
,
7 9 6 (2 3 % )

1
,
7 3 2 (3 3 % )

1 96 (2 8 % )

7 8 5(3 2 % )

65 3(3 4 % )

9 5 (4 4 % )

3
,
5 2 5( 27 % )

塾垂基盤全全量

3
,
6 9 0 (4 9 ヲる)

1
,
1 4 8( 2 2 %)

1 1 6( 17 % )

5 1 9( 2 2 %)

5 1 4 (2 6 %)

4
,
8 3 9 (3 8 % )

地 方 税

2
,
10 3 (2 8 %)

2
,
3 9 4( 4 5 %)

3 8 1( 5 5 % )

1
,
1 1 6( 4 6 % )

7 8 2 (4 0 % )

1 17 (5 6 % )

4
,
49 9(3 5 % )

都

市

麻

村

市

村

瞳

㌍
㌔
町

…

計合

4 J β



■( 17 ) 日本財 政 の 計 数分析

(

第十八 表 3 1 年度富裕貧困囲膿 の 財源 ( 単位 億園)

道 府 麻税

6 0 5 (5 6 % )

2 03 (5 7 % )

1 0 1(4 7 % )

13 0( 44 % )

97 (4 1 % )

6( 1 1 % )

13 ( 1 1 % )

1 0( 10 % )

9 (9 % )

13 (9 % )

そ の 他

2 9 2( 26 %)

7 5( 2 1 % )

6 1( 28 %)

6 1( 2 1 % )

4 3( 1 8 %)

1 1( 1 9 %)

2 3( 2 0 % )

2 2( 2 4 %)

2 5( 27 % )

3 0( 2 0 %)

騒民 所得歳 入 合 計
地方 交付 晩

塾
_
墜産室畠金全丑

1 87( 18 %)

7 6 (2 2 % )

5 3 (2 5 % )

10 6 (3 5 % )

9 9 (4 1 % )

3 8 (7 0 % )

7 7 (6 9 % )

6 1 (6 6 % )

5 9 (6 4 % )

1 0 7 (7 1 % )

7

7

5

9

4

7

2

7

2

′

n
)

4

2

1

2

7

7

q
-
･

7

′

L

U

%

%

鮎

ル

以
ル

%

以
ル

%

%

%

以
ル

0

0

0

0

0

0

0

0

〇

.〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

∩
)

0

4

4

5

7

(

リ
ノ

5

っ

J

ュ
J

3

0

8

5

1

0
ノ

っ

J

5

1

q
ノ

0
ノ

5

0

っ
J

2

2

2

1

1

1東 京 都
一

大 阪 府

神奈川麻

愛 知 麻

兵 庫 願

鳥 取 牒

岩 手 株

高 知 県系

徳 島 騒

鹿兄島騙

備考 : ｢ 蘇民所得+ は 全国平 均を 】0 0 と した 一 人官分配所得指数で ある . 年度は 昭和 3 0 年度 .

傾 と を そ 願 の る 現 も と と も が 租 源 代 て 政 社 資

淫‾ご み 品禦歪イ表警憲:
は 少

､

視 で 表
､

に 合 本
'

い か 収 あ 的 そ お の 主
食 の る 瀕

､

府 々 あ 的 て 何 こ く 入 る 財 の い 財 義

困

麻
に

お

い

て
､

こ

と
に

甚
し

く
､

鹿
兄
島
騒
､

徳
島
煤
の

如
き

は

各
､

九
パ

ー

セ

ン

ト

に

過
ぎ

な
い
｡

第
十

八

表
は

富
裕
圃

鰻
と

貧
困

国

慣
の

う

ち
代
表
的
の

諸
府

願

の

財
政
の

内
容
を

示

す
も
の

で

あ
る
｡

例
え

ば

南
極
を

み

る

と
､

東
京

都
で

は

都
税

収
入

が

五

十

六
パ

ー

セ

ン

ト
､

固
よ

り
の

諸
支
出
(

地

方

交
付

棟
､

譲
輿
税

及
び

国

庫
支

出
金
)

が

十
八
パ

ー

セ

ン

ト

に

た

い

し

て
､

鹿
兄
島

牌
で

は

牒
税

収
入

九
パ

ー

セ

ン

ト
､

固
よ

り
の

諸

支
出
は

七

十
一

パ

ー

セ

ン

ト

と

な
っ

て

い

る
｡

個
々

の

税

率
そ

の

他
の

椀

制
を

み

る

と
､

貧
困

牒
の

方
が

富
裕
麻
の

そ

れ

に

此

し
て
､

概
し

て

重

課
さ

れ

て

い

る

に

も

か

か

わ

ら

ず
､

か

か

る

現

象
が

あ
る

事
由
は
､

要
す
る

に

住
民
の

経
済
力
に

大

差
が

あ

る

た

め

で

あ

る
｡

第
十

八

表
の

燦

民

所
得
一

人

嘗
平

均
を

比

較
す
る

と
､

東
京

都
百

六

十

七
に

た

い

し
て
､

鹿
兄

島
願
は

六

十
二

で

あ
る
｡

市
町

村
税
で

も
､

こ
･
れ

を

国

債
別
に

み
･
れ

ば
､

そ

の

財
坂
内
容

に

大

差
が

あ

る
｡

三

十
三

年
八

月
一

日

現

在
三

千

六

百
七

十
一

あ

る

市
町

村
の

す
べ

て

に

つ

い

て

の

計
数
は

不

明
で

あ

る

が
､

市
町

村
の

全

歳
入

及
び

市
町

村
税

収
入

を

府
牒
別
に

わ

け
､

市
町

村
検

収
入

が

全

歳
入
に

お

い

て

し
め

る
一
比

率
を

み

る

と
､

五

十
パ

ー

セ

】
7

ン

ト

を

超
え
る

の

ほ
､

つ

ぎ
の

諸
囲

健
内
の

市

町

村
で

あ

る
｡

栃

如
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木
蘇
(

五

十
七

%
)

､

東
京

都
(

五

十
五

%
)

､

滋
賀
麻
(

五

十
五

空
､

埼
玉

願
(

五

十

四

%
)

､

大
阪
府
(

五

十

四

%
)

､

神
奈
川

願
(

五

十
三

%
)
､

新

潟
願
(

五

十
二

%
)

､

静
岡
騒
(

五

十
一

%
)

､

愛

知
願
(

五

十
一

%
)

､

千

葉
燥
(

五

十

%
)

｡

逆
に
､

こ

の

此

率
が

三

十
五

パ

ー

セ

ン

ト

以

下
の

も
の

は
､

つ

ぎ
の

諸
国

髄
内
の

市
町

村
で

あ

る
｡

岩

手

麻
(

三

十

四

%
)

､

島

叔

解
(

三

十
二

%
)

､

高

知

麻
(

二

十

九

%
)
､

鹿
兄

島
麒
(

二

十

九

%
)
､

和
歌
山

願
(

二

十

七

%
)

｡

ま
た

個
々

の

市
に

つ

い

て

み

る

と
､

こ

の

此

率
が

七

十
パ

ー

セ

ン

ト

を

超
え

る

も
の

は
､

つ

ぎ
の

諸
市
で

あ

る
｡

愛
知
願
尊
母

市

(

七

十
八

%
)

､

(

七

十
五

%
)

､

(

七

十
三

%
)

､

(

七

十
一

%
)

､

栃

木

願
日

光
市

(

七

十

七

%
)
､

静

岡

爆

雷
土

市

滋

賀
願
長
濱
市
(

七

十

五

%
)

､

東
京
都
武
蔵

野

市

千

葉

願
市

川

市
(

七

十
二

%
)

､

大

阪

府

箕

面

市

愛

知

願
津

島

市
(

七

十
一

%
)
､

滋

賀

願

大

津

市

(

七

十

%
)

｡

ま
た

二

十
パ

ー

セ

ン

ト

以

下
の

も
の

は
､

つ

ぎ

の

詩

市
で

あ
る
｡

長
崎
騒
栓
浦
市
(

十

八

%
)

､

和
歌
山

願
御
坊
市

(

十

β
.

4
▲

八

%
)

､

高
知
魅
土

佐
清
水
市
(

十

七

%
)

､

三

重

願
熊
野
市
(

十

六

%
)

､

岩
音
麻
久

慈
市
(

十

五

%
)

､

鹿
兄

島
牒
名

瀬
市
(

十
一

%
)

｡

こ

れ

に

つ

い

て

は
､

自
治

應
『

地

方

株

制
の

現

状
と

そ

の

運
営

の

賓
態
』

(

昭

和
三

十
三

年
六

月
)

の

第
三

章
に
､

全

国
の

す
べ

て

の

市
､

府
願
別
の

市
町

村
に

つ

い

て

の
､

く
わ

し
い

計
数
が

で

て

い

る
｡

要
す
る

に
､

地

方
圏

健
で

は

歳
出
の

側
に

お

い

て

囲

偉
間
に

大

差
が

な

く
､

ま
た

削
減
不

可

能
の

も
の

が

多
く
､

弾
力

性
が

小
で

あ

る

の

に

反
し
て
､

そ

の

経
済
力
､

濁
立

税

政
に

大

差
が

あ
る
｡

国
家
に

よ

る

地

方

圃

鰹

問
の

財
政

調

整
が

必

要
な

所
以
で

あ
る
｡

(

一

橋
大

畢
畢
長
)




